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○神家満計画推進担当係長 それでは、

定刻でございます。ただいまから、令和

５年度第１回足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議を開催させていただきます。 

 本日はお忙しい中、またお足元が悪い

中ご出席いただきまして、誠にありがと

うございます。私は、本日司会を務めま

す、地域包括ケア推進課の神家満と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず初めに議事に入る前に、このたび、

新年度により委員の交代がございました。

本来であれば、お１人お１人に委嘱状の

交付とご挨拶を頂きたいところではござ

いますが、お時間が限られておりますの

で、私から所属とお名前のご紹介に代え

えさせていただきます。 

 足立区介護サービス事業者連絡協議会

副会長、訪問介護部会会長、塩谷総吾様。

介護老人保健施設しらさぎ事務長、君成

田健一様。足立区シルバー人材センター

理事、石引力也様。足立区民生・児童委員

協議会第七合同花畑地区会長、鈴木由美

子様。足立区社会福祉協議会地域福祉部

長、結城宣博様。足立区社会福祉協議会

基幹地域包括支援センター地域福祉課長、

吉清健太郎様。 

 続きまして、区職員選出委員のご紹介

でございます。中村明慶福祉部長。 

○中村福祉部長 よろしくお願いいたし

ます。 

○神家満計画推進担当係長 金澤大輔住

宅課長。 

○金澤住宅課長 よろしくお願いいたし

ます。 

○神家満計画推進担当係長 ご紹介は以

上でございます。改めまして、皆様どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、机上にお配りしておりま

す資料の確認をさせていただきます。ま

ず初めに、本日の会議の「次第」。めくり

まして「委員名簿」。続きまして「席次

表」。 

 続きまして、議題に移ります。ページ

番号１ページ目、議題１「令和５年度Ｚ

ｏｏｍでオンライン体操教室の本格実施

について」。３ページ目、議題２「令和５

年度ぱく増し事業の取組について」。こ

ちらは、ぱく増しのリーフレットがつい

ております。続きまして４ページ目、議

題３「令和５年度地域包括支援センター

の業務委託評価の実施について」。 

 続いて報告資料です。ページ番号６ペ

ージ目、報告１「令和４年度介護予防事

業の実施結果について」。こちらも「１７

の活動」と書かれたパンフレットがつい

ております。続いて１０ページ目、報告

２「令和４年度食べてフレイル予防事業

の実施結果について」。続いて１２ペー

ジ目、報告３「令和４年度医療・介護連携

研修の実施結果について」。続いて１４

ページ目、報告４「令和４年度認知症施

策の実施結果について」。１６ページ目、

報告５「令和４年度認知症月間の取組結

果について」。１９ページ目、報告６「あ

たまの健康度測定（認知症検診推進事業）

の進捗状況と今後について」。２１ペー

ジ目、報告７「地域包括支援センター支

援システムの本稼働の開始について」。

２２ページ目、報告８「エンディングノ

ート（じぶんノート）の作成について」。

こちらもじぶんノートの現物をつけさせ

ていただいております。 

 最後に前回３月に開催いたしました会

議の会議録をつけさせていただきました。 

 資料は以上でございます。不足等がご

ざいましたら、事務局にお声かけ下さい。



よろしいでしょうか。 

 それでは、本日の会議は、足立区地域

包括ケアシステム推進会議条例第７条に

より、委員の過半数に出席いただいて成

立することとなっております。現在、出

席者数は委員の過半数に達しているため、

この会議が成立していることをご報告い

たします。また、この会議の会議録は公

開することとなっております。記録の関

係上録音及び資料用の撮影をさせていた

だきますので、あらかじめご了承くださ

い。 

 次に会議進行中のご発言についてのお

願いです。ご発言の際には、お手数です

が、お手元のマイクのスイッチを入れて

いただき、所属とお名前からお願いいた

します。終了後は、マイクのスイッチを

忘れずにお切りください。 

 なお、本日はオンラインでご出席いた

だいている委員もいらっしゃいます。音

声が若干、聞き取りにくくなることもご

ざいますので、ご発言の際には、ゆっく

りとはっきりとご発言をお願いいたしま

す。また、オンラインで会議にご出席い

ただいている委員におかれましては、会

議進行中は基本的にマイクをミュートに

していただき、発言される際には、リア

クションからプッシュアイコンをクリッ

クしていただき、指名された後、マイク

のミュートを解除した上でご発言いただ

くようお願いいたします。またご発言が

終わりました後は、再度、マイクをミュ

ートにしていただきますようお願いいた

します。 

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、ご協力いただきますようよろし

くお願いいたします。 

 それでは、酒井会長、開会のご挨拶を

お願いいたします。 

○酒井会長 皆様、こんにちは。本年度

の第１回の地域包括ケアシステムの会議

になります。 

 本日は５つの部会の歯車のエンジンと

なるべき各議題の設定とそれから各部会

の報告というものが盛りだくさんの事項、

本日提示されております。この事項につ

いて皆様の活発なご意見を頂きまして、

充実した第１回の会議としたいと思いま

す。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

○神家満計画推進担当係長 酒井会長、

ありがとうございました。 

 本日はかねてより検討しておりました

対面とＷｅｂのハイブリッド方式での初

めての開催となっております。試行錯誤

で本日に至るため、万が一途中で音声や

映像等に不具合が生じる可能性もござい

ますが、何とぞご容赦いただけますと幸

いです。 

 それでは、早速ではございますが議事

に入らせていただきます。進行を酒井会

長、よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 それでは、議事を進めてま

いりたいと思うのですが、Ｗｅｂ会議で

すね。併せたハイブリッド式の第１回で

すので、本日は非常に試行的なものであ

ります。 

 もし可能であれば、本日、Ｗｅｂ会議

で初めて参加していただいている足立薬

剤師会の鈴木委員に出ていただいて、聞

こえているかどうか確認を画面でさせて

いただければと思うのですか。 

○鈴木委員 聞こえています。 

○酒井会長 ありがとうございます。本

日はよろしくお願いいたします。 

 こういうような形で進めてまいります



ので、例えば、今後、今日は生で参加でき

たと。でも、次回はどうしてもというと

きには、こういうＷｅｂ参加でお願いし

たいと思います。 

 議事に入らせていただきたいと思いま

す。今回の会議では、まず次第の１の議

題ですね。議題について個別に議論をし

ていきたいと思います。３つあります。 

 その後、次第２の報告事項に進んでい

くとしたいと思います。 

 まず、議題１の「令和５年度Ｚｏｏｍ

でオンライン体操教室の本格実施につい

て」、事務局から説明をお願いしたいと

思います。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 皆さん、

こんにちは。この４月から地域包括ケア

推進課長、前任の柳瀬課長から引き継ぎ

ました、瀬崎正人と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 本日は、ご多用のところまた足元が悪

い中、会議にご出席いただきまして誠に

ありがとうございます。着座にて説明さ

せていただきます。 

 議題１案件「令和５年度Ｚｏｏｍでオ

ンライン体操教室の本格実施について」

でございます。 

 本日、お手元に「６５歳から始めよう

健康寿命を延ばす１７の活動」という冊

子、こちらをお配りしておりますけれど

も。こちらの冊子の８ページ目にも、こ

の「Ｚｏｏｍでオンライン体操教室」を

ご紹介しておりますので、併せてご参照

いただければと思っています。 

 こちらの事業につきましては、昨年度、

試行で実施しまして、こちら項番２のと

ころに記載されているとおり、合計６回、

１回当たり３０分の試行をしまして、４

４名のご参加をいただいたところござい

ます。 

 本年度から毎週水曜日、本格実施とい

うような事業でございます。 

 事業の目的につきましては、悪天候の

場合で集合が困難な場合でも、自宅で介

護予防に参加できる機会を創出する。ま

た、スマートフォンやタブレットの使い

方を学び、コミュニケーションの場を広

げる。スマートフォンを使い、自ら情報

を取得できるようになるというところで

ございます。 

 項番３番、令和５年度の実施内容でご

ざいますけれども、まずはＺｏｏｍでの

オンライン教室ということで、毎週水曜

日の２時から２時半の３０分でございま

すけれども。椅子を使った座位のみの体

操ということで始めていくところでござ

います。１回当たり３０分、定員２０名

の中で、先生による個別指導も含めた形

での体操教室を予定しているところでご

ざいます。こちらの体操教室、いきなり

参加ではなくて、（２）にありますとおり、

対面で一度、Ｚｏｏｍでオンライン体操

教室の事前説明会ということで、事前説

明会を経た後の体操教室という形になっ

ております。 

 資料、２ページ目をおめくりください。

事前の説明会におきましては、Ｚｏｏｍ

へスムーズに入室するための操作の講座

ですとか、Ｚｏｏｍへの接続の体験をし

ていただきながら、オンラインの体操教

室に臨んでいただく形になっております。 

 こちらの事前説明会につきましては、

毎月区内の地域学習ンター、５か所ずつ

で開催しておりまして、あだち広報の１

０日号に、毎月翌月の会場を掲載してお

ります。１回当たり６０分の説明会にな

っております。 



 また、初めてのスマホ教室というのも

今年度から始まっていまして、体験コー

スと基礎コースがございます。こちらは、

体験コースにつきましては、毎月区内に

２か所、基礎コースにつきましては、毎

月区内で３か所の地域学習センター等を

使っての教室になっておりまして。体験

教室につきましては、スマートフォンを

使った脳トレ、ｅスポーツ、ＹｏｕＴｕ

ｂｅ鑑賞の体験をしてもらおうという取

組。基礎コースにつきましては、Ｗｉ－

Ｆｉへの接続、ＬＩＮＥの使い方、ＱＲ

コードでの友だちの紹介ですとか、そう

いったことを１２０分、２時間かけてや

っております。 

 こちらは対面での教室になっておりま

して、１回当たりの定員２０名、スタッ

フ５名が、参加者の４人に１人体制で個

別のフォローをするような形での教室を

この６月から開始しております。 

 会場につきましては区内１３か所あり

ます地域学習センターのほか、千住西の

複合施設、北千住東口の総合ボランティ

アセンター、綾瀬にあります勤労福祉会

館での教室になっております。 

 今後の方針ですけれども、高齢者団体

との周知・連携ということでシルバー人

材センターの皆様方、または友愛クラブ

の皆様方との連携を検討していきたいと

考えております。 

 また、参加者へのアンケートを通じな

がら、事業の測定効果を計ってまいりた

いというところと、本日、議題としまし

た今後、来年度、この事業の展開に向け

て、介護予防総合事業の部会への付議を

お願いしたいというところでございます。 

 説明、以上でございます。よろしくお

願いいたします。 

○酒井会長 ありがとうございます。た

だいまの説明を受けて、何かご質問等は

ございますでしょうか。 

 取っかかりです。私からよろしいです

かね。 

 今の令和５年度の実施内容となります

と、これは毎週開催という形になってお

りまして、頻度がそれなりに高いという

ことですので、同じＺｏｏｍで体操とい

った場合の、様々な内容がないと参加者

にも飽きられてしまうのではないかなと

思うのですが、そのあたり内容的にはど

のようになっているのでしょうか。 

○河内介護予防生活支援係長 担当して

おります、介護予防生活支援担当係の河

内が答えさせていただきたいと思います。 

 まず初めに、このＺｏｏｍの体操教室

自体の参加もなかなか難しい方もいらっ

しゃるかと思いますので、まずは参加を

達成することが目標としてやらしていた

だいているのですが、やはり慣れてくる

と、そういった内容自体に飽きてしまう

という方、いらっしゃるかと思いますの

で、ある程度時期を見て、事業者と相談

して、内容の少しバージョンアップとい

うか、そういったところも検討している

ところでございます。 

○酒井会長 確かに、この事業としては

非常によいものだと思いますので、内容

について工夫をして、楽しい体操教室と

いうものになるといいのかなと思います。

お願いしたいと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。お願いしま

す。 

○鮎川委員 全日本不動産協会の鮎川と

申します。よろしくお願いします。 

 前回、多分中村委員だったと思います

けれども、お年寄りのネットの使い方と



いうのが、一番問題になるという発言が

あったと思いますけれども。今回、１週

間に１回程度ということで、記載してあ

りますが、この内容で実際皆さんが、理

解できているのかどうか、お聞きしたい

のが１つ。 

 また、私の知っている人がたまたまこ

のＺｏｏｍに参加された方がいらっしゃ

いまして、教える方の声が小さくて聞き

取れない。今の男性が話すような大きい

声だったら分かるのですけれども。やっ

ぱり年寄りの方は耳が悪いので、どうし

ても女性だと特に声が聞き取れなくて、

理解ができないというのが１つありまし

た。 

 あと、自分はｉＰｈｏｎｅなのだけれ

ども、アンドロイドの方も、別なメーカ

ーの方もいらっしゃって、教えていただ

くときにも、隣の人とも聞こうとしても、

機種が違うだけでもちんぷんかんぷんに

なってしまうと。そういった、その辺の

対策とか、そういったのを考えられてい

らっしゃるか、お聞きしたいと思います。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 ご質問あ

りがとうございます。まず、Ｚｏｏｍで

オンライン体操教室は、実は今月から始

まったばかりになっています。先行的に

地域学習センターでやっているのがある

のですけれども。区で主催しているのは

これからということで、そのために事前

の事務説明会にご参加していただいて、

確実にまず、通話、接続できるようにな

ってからの参加ということで、想定して

おりまして。引き続き、運営上での課題

ですとか、そういったところは、毎回、フ

ォローもしていますし、また改善点は見

える化して、区民の方が困らないような

形で、気軽に取り組めるような形での配

慮は検討していきたいと思っております。 

○中村委員 該当者なので、友愛クラブ

連合会の中村です。今、話しあったけれ

ども。私のところで、無料のスマートフ

ォンのやったのですよ、教室を。今、現在、

まず役員が中心ですけれども。１０人の

うち７人までは、できるようになりまし

た。ただ、Ｚｏｏｍが入っているのは１

人もいません。俺だけか。ということで、

これなかなか難しいのではないか。それ

だったら、ＬＩＮＥか何かでやるほうが

分かりいいのではないかと思うのです。

大体、コンピューターやっている人が少

ない、もともと。そういうことを考える

と、いいことなのですよ。大いにやって

ほしい。だけども、知らないのだからど

うしようもない。だから、優しく。スイッ

チ入れるところぐらいからやらないと、

覚えない。覚えて、次の週になるともう

忘れてしまう。  

 その辺を考えて、気長にやっていただ

きたいということです。 

 以上です。 

○河内介護予防生活支援係長 ありがと

うございます。河内から答えさせていた

だきます。 

 確かに、始まったばかりで、Ｚｏｏｍ

に対する壁というのがあるかと思うので

すけれども。先ほど、お話しあった初め

てのスマホ教室でも、ＬＩＮＥの使い方

も含めて、いろいろな面でまずはスマー

トフォンですとか、そういったオンライ

ンの使い方を慣れていっていただくこと

を目標としてやっております。 

 お時間、かかるかも知れませんが、こ

れから随時改善をしながら進めていけれ

ばと思いますので、引き続きよろしくお

願いいたします。 



 ありがとうございます。 

○酒井会長 それでは、その点はよろし

いですね。 

 それでは、本議題については、介護予

防日常生活支援総合事業推進部会に、後

日改めて、ご議論していただくというこ

とにいたしたいと思います。 

 続いて、議題２の「令和５年度ぱく増

し事業の取組について」事務局から説明

をお願いしたいと思います。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 引き続き、

事務局瀬崎でございます。お手元の資料

３ページでございます。「令和５年度ぱ

く増し事業の取組について」ということ

で、こちらの内容につきましては、３月

１６日の推進会議の際にも、新規事業と

いうことでご案内しておりますけれども、

本日、お手元に黄色いものをお配りして

おりますので、ご確認をお願いいたしま

す。 

 ３ページ目でございますけれども。こ

ちらの事業につきましては、６５歳以上

の方の体重や筋肉の維持をして、元気に

暮らせるようにということで、「６５歳

からのたんぱく増し生活～肉も魚も食べ

よう～」ということで、「ぱく増し」事業

として１月から始めました。２月には、

ぱく増し月間ということで、区内のイト

ーヨーカドーですとか、ヨーク等にご協

力いただきながら、ポスター、のぼり、ま

た１食当たり２０グラムのたんぱく質っ

てどのくらいというようなシールを貼っ

たお弁当を販売するような取組をしたと

いうところでございます。 

 まずは、今年度の方針ということで「ぱ

く増し」のキャッチフレーズを多くの

方々に知ってもらおうというところが、

今年度の方針でございます。 

 詳細な計画は、項番の２でございます

けれども。まずは、地域包括支援センタ

ーや広報物による周知をしていこうと思

っております。地域包括支援センター、

実態把握訪問ですとか介護予防教室等に

参加される方へのこちらのリーフレット、

パンフレット、お配りする中での周知。

また、７５歳以上の後期高齢者の方々が

加入されている長寿医療だよりというも

のが区内約９万５,０００部、配られてい

ますので、そちらでの啓発。また地域学

習センターや図書館のミニコミ誌等での

ぱく増しの啓発をしていきたいというこ

とでございます。 

 ２点目が、区内民間企業、スーパー、配

食事業者との連携ということで、２月の

ぱく増し取組月間等も含めて、知る機会

をまずは増やそうというところで、区内

の食肉の卸売事業者と連携した取組です

とか。あとアリオ西新井にあるくまざわ

書店という本屋にぱく増しコーナーを設

置していただいたという取組もあります

ので、引き続き民間の事業者等との連携

を考えていきたいというところでござい

ます。 

 ３、最後になりますけれども、ぱく増

しレシピの情報発信をしていこうという

ところで。足立区の公式キッチン「クッ

クパッド（東京あだち食堂）」に、ぱく増

しのレシピを載せた形での啓発を考えて

いこうと思っています。こちらの事業に

つきましても、始まったというところも

ありまして、介護予防と総合事業の部会

での議論をしていきたいというところで

ございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 ありがとうございます。本

件につきましても、ご質問等から始めた



いと思います。お願いします。 

 ちなみにこのパンフレットの裏に中村

委員が出ておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○中村委員 せっかく。裏表紙のあれは、

私、モデルになっちゃったのですけれど

も。そういうことで責任があるので、友

愛クラブの会合とかなんかでは、盛んに

宣伝しているのです。私自身も予備軍で

ございまして、医者へ通っているのです。

そうすると待合室は、おじいちゃん、お

ばあちゃんが多いの。だから、これ医師

会さんの協力を得なければいけないだろ

うけれども。むしろ、そういう待合室で、

これを配ったほうがいいのではないかと

いう気がしてならないのですけれども、

いかがなものでしょう。 

 以上です。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 ご意見あ

りがとうございます。ぜひ、そういう待

合室等との連携につきましても、医師会

とご協力しながら、考えていきたなと思

っております。 

○山本委員 足立区医師会、山本です。

もう既にこの話は頂いていますので、こ

の事業に関しては参加して、なおかつご

協力していく予定でいます。 

 特に、ぱく増しに関して、栄養摂るだ

けでは、筋肉が増えないので、運動とい

うものと一緒にセットにして広報してい

く予定でいます。 

 以上です。 

○酒井会長 ほか、いかがでしょうか。

これは重要なのでありそうです。 

 この件は介護、福祉というこの取扱い

に関わるものとして非常に大きなもので、

重要だと思います。先ほど、中村委員か

ら広報の場所という１つのヒントを頂い

たのと、ぱく増しアンド体力自体つける

という運動というものが必要だという点

も併せて広報していっていただければと

思います。 

 この件については、同じく介護予防日

常生活支援総合事業推進部会で、議論等

していっていただきたいと思います。 

 それでは、議題の３の「令和５年度地

域包括支援センターの業務委託評価の実

施について」を事務局から説明をお願い

したいと思います。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 事務局、

瀬崎でございます。資料の４ページ目、

御覧ください。「令和５年度地域包括支

援センターの業務委託評価の実施につい

て」でございます。 

 こちらの件名につきましても、３月の

推進会議の際には、令和４年度の事業評

価の報告をしたところでございます。引

き続き今年度も、令和５年度も評価の実

施をしていきたいというところでござい

ますけれども。 

 こちらにつきましては、地域包括支援

センターの業務の標準化、質の向上、適

正かつ公正な事業運営ということで、評

価を実施していただくものでございます。 

 こちらの内容につきましては、運営協

議会部会への付議をお願いしたいという

ところでございます。 

 資料を５ページ目につきまして、Ａ３

のもの、新たな表をつけさせてもらって

います。「地域包括支援センター機能強

化に向けたＰＤＣＡサイクル」というも

のでございます。 

 今年度の３月に評価のご報告をした部

分につきましては、右下のチェックのと

ころ、本年の１月から２月にかけて、ま

ずは地域包括支援センターによる自己評



価、２２８項目。その後、区職員による履

行評価、取組評価。また運営協議会部会

員の委員の皆様方による委員評価を経ま

して、点数化をしてもらったところでご

ざいます。８０点以上が良好ということ

で、左のアクションのところなのですけ

れども。２５か所の地域包括支援センタ

ーの内１９か所が８０点以上、６か所が

６０点以上８０点未満なのですけれども。

一番低い点数の地域包括支援センターで

あっても、７４点ということで、６か所

は７４点以上というところでございます。

良好に近いという形なのですが、点数化

すると７４点が一番低い地域包括支援セ

ンターというところで、こういう点数が

及んでいないところにつきましては、地

域包括支援センターのセンター長または

法人の方をお呼びしながら改善要求をし

ているところでございます。 

 また、今年度、新年度を迎えました左

上の事業計画を立ててということで、今、

事業計画を頂いておりまして、個別にヒ

アリングを実施しているところでござい

ます。 

 今年にかけて、またＰＤＣＡサイクル

を回しながら、引き続き業務の標準化を

図っていきたいというところでございま

す。詳細につきましては、運営協議会部

会に移管したいと考えております。 

 以上でございます。 

○酒井会長 ありがとうございます。こ

の点についてのご質問等、お受けしたい

と思います。 

 お願いします。 

○鵜沢委員 介護サービス事業者連絡協

議会の鵜沢です。資料、別紙のアクショ

ンのところです。一番下の３番に出張研

修とあります。地域包括ケア推進課さん

で出向き、改善要求に基づいた研修を開

催とありますが、何か具体的な内容につ

いて分かる範囲で教えていただけたらと

思います。 

○坪井地域包括支援センター係長 地域

包括支援センター担当係長の坪井から回

答いたします。 

 具体的な内容は②にあります改善要求

に基づいたことについてでございますの

で、６か所の地域包括支援センターにつ

いて個別に案件が違いますので、その改

善要求に基づいた研修をします。なので、

目的としましては、標準化ですので、６

か所に対して実際点数が行っていないと

ころに対して、そこの研修を行って、今

年度は点数が上がるようなものを目的と

した資料をつくって研修します。 

 以上です。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 若干、補

足させていただきます、事務局瀬崎です。 

 今回の評価が低かったところが、実態

調査訪問のところが行けているところと

行けないところ、地域によってなかなか

会えないことも多々あるというところな

のですけれども。一応、３回行く計画に

なっておりまして、会えない場合は不在

の連絡票ですとか、事前に担当者の名前

を入れた連絡票ですとか、取組、執行率

が高いところの事例を共有しながら、で

きていない地域包括支援センターにつき

ましては、ぜひ改善をしていきたいとこ

んなようなフォローを個別にしていると

ころでございます。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。そ

の項目ごとに、研修の内容というのは大

体はこんな研修をするというものも想定

がついているということでしょうか。 

 分かりました。ありがとうございます。 



○山本委員 足立区医師会の山本です。

これ、実はよく分からないのですけれど

も、普通って書いてあって、何で改善要

求なのですか。良好以上が求められてい

るということなのですか。評価のポイン

トがよく分からなくて。 

 平均以上と、平均したら結局みんな同

じになってしまうし、個性もなく何もな

く、何かのポイントなのかよく分からな

いのですけれども。 

 評価のポイントはどういうふうになっ

ているのでしょうか。 

○坪井地域包括支援センター係長 地域

包括支援センター担当係長の坪井からお

答えいたします。 

 こちらの評定の配分につきましては、

庁内の部ごとの評点を基づいておりまし

て、全体的に、庁内的に８割いっていれ

ば良好ということで判断しております。

なので、それ未満は何かしら改善が必要

だということで、今回しました。 

○山本委員 山本です。ということは、

普通でも基本的には改善するところがあ

るよということを言っているだけですよ

ね。だから駄目だと言っているわけじゃ

ない。 

○坪井地域包括支援センター係長 そう

ですね。 

○山本委員 分かりました。 

○大口委員 地域包括支援センター運営

協議部会を担当させていただいておりま

す大口です。私としては今の話のことの

部会と、これからも今年度検討していく

ことになると思うのですが、今回、改善

要求という言葉が出てきていますので、

この言葉だけ捉えると「あっ、大丈夫か

な」とかいろいろな不安が生まれてきて

しまう部分があるかもしれませんが、実

際には、それぞれ、「良好」と「普通」と

いう言葉もお話し出てきましたけれども、

いろいろなこと取り組まれている地域包

括支援センターの皆さんがいっぱいある

中で、ちょっと難しい部分、さっきの実

態把握みたいなところを区と基幹の方々

の地域包括支援センターがサポートする

意味合いもあってのこともあったのかと

思います。 

 そういった意味でいうと、ほかの市町

村ですと評価をしただけで「じゃあ改善

してくださいね」だけでおしまいのとこ

ろを、何らかの形で担当部署と基幹地域

包括支援センターを含めた上でフォロー

して引き延ばしていくというところの責

任の努力が表れての後方支援というかフ

ォローですね。その部分の意味も含めて

の改善要求ということになるのかなと。 

 これが、次年度どういうふうになって

いくかというところが、すごく気にして

いるところだと思いますので。ちょっと

経過を見ながら、誤解されない形でうま

く地域包括支援センターの皆さんが、地

域の中で活躍できる場をつくっていけた

らと思います。 

○酒井会長 よろしいですね。 

○小島委員 足立区高齢者施設連絡協議

会の小島です。よろしくお願いいたしま

す。 

 今、事業計画、策定段階でヒアリング

がこれから始まっているのです。始まっ

ている最中ですが、この事業計画作成の

段階で、恐らく評価項目に基づいたしっ

かりした計画を立てることが大事なのか

なと思っているのですが。ヒアリングを

して、例えばこの計画ではなかなか評価、

値しないということの指摘があって、そ

の中で改善点、またつくり直しをするま



で要求していく感じになるのでしょうか。 

○坪井地域包括支援センター係長 地域

包括支援センター担当係長の坪井からお

答えいたします。 

 委員のおっしゃるとおり、現在、今ヒ

アリングを実施しておりまして、区と共

通認識が持てていない地域包括支援セン

ターに関しては、修正を依頼しておりま

す。なので、委員評価のときには、きちん

と直したものが提出されております。 

 以上です。 

○酒井会長 よろしいですか。あと、い

かがですか。 

 では、この点は普通であっても改善と

出ていて、かなり改善となると、要求と

なると、一般的には普通に至ってないも

のに対する何らかの要望と捉えられるも

のですから、そのあたりは、よりよく向

上させていくと、向上提案という意味合

いで捉えられるような言葉づかいをして

ほしいなと。 

 各年度の評価が活動を縛って、本来の

地域包括支援センターのよさというもの

が消えないようにという配慮もしていた

だければと思います。 

 それでは、この件は地域包括支援セン

ターの業務委託評価の実施についてのも

のは、地域包括支援センター運営協議部

会に付議して決めていただきたいと思い

ます。 

 それでは、次第２の報告事項に入って

いきたいと思います。事務局から報告事

項、数多いのですけれども、一括して説

明をお願いしたいと思います。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 事務局、

瀬崎でございます。 

 報告事項、一括でご説明させていただ

きます。まず６ページ目でございます。

「令和４年度介護予防事業の実施結果に

ついて」でございます。介護予防事業に

つきましては、介護保険の要介護、要支

援認定を受けていない方を対象とした事

業。フレイル予防に必要な運動、栄養、口

腔ケア、社会参加の促進に重点を置いて

事業所に委託して実施しているところで

ございます。 

 項番４「令和４年度実施結果」につき

まして、（１）「ふれあい遊湯う」の事業

でございます。本日の６５歳から始めよ

うという１７の活動の１２ページ、御覧

ください。１２ページ、１０番「ふれあい

遊湯う」こちらの事業でございます。銭

湯で体操、脳トレ、一番風呂ということ

で銭湯を会場としたレクリエーション、

体操、脳トレ、工作を楽しんだ後、食事を

取っていただいて、一番風呂に入っても

らうというところで、お１人当たり２０

０円の自己負担をするような事業でござ

います。３か月ごとに区内の浴場組合の

ご協力いただきながらやっている事業で

ございます。３か月ごとに会場を変えて

やっております。昨年度は３６６回開催

しまして２,２２８名のご参加があった

という事業でございます。 

 続きまして６ページ目、（２）「はつら

つ教室」でございます。冊子の７ページ

目を御覧ください。５番「はつらつ教室」

ということで、室内型とプール型ござい

ます。プール型、ちょうどこの５月から

始まっているのですけれども、東綾瀬公

園の屋内プール、天井のガラスにひびが

入ったということで、８月いっぱいまで

休止になっているところでございます。

この５月、６月は室内型というところを

やっておりまして、こちらも栄養士、歯

科衛生士による運動、栄養、口腔ケアと



いうことで身につく講座を実施している

ところでございます。通所型の介護予防

教室になっております。こちらにつきま

しては、昨年度、３１０回開催しまして、

６２３名の参加をいただいたという事業

になっております。 

 続きまして、資料７ページ目になりま

す。（３）「はじめてのフレイル予防教室」

になります。パンフレットにつきまして

は、４ページ、御覧ください。２「はじめ

てのフレイル予防教室」ということで、

全１２回の中でプログラムを組んでおり

ます。４ページ目の真ん中右側にプログ

ラムの例とありまして、初日に体力測定、

２日目から６日目までが筋力アップの運

動、７日目にお口の健康、８日目に栄養

の改善、９日目に認知症予防、１０日目

に筋力アップ、１１日目に再び体力測定。

最終日に終了式というような形での１２

回での事業になっております。 

 こちらは介護予防運動指導員、看護師、

管理栄養士等の方々による個別指導、総

合型のメニューということで実施してお

ります。昨年、６１回開催しまして、７０

２名の参加をいただいている事業でござ

います。 

 続きまして７ページ目、（４）「パーク

で筋トレ」事業。パークで筋トレになり

ます。パンフレットでは６ページ目お開

きください。４「パークで筋トレ」という

ことで、指導員と一緒にできる屋外型の

運動ということでございます。公園や広

場を利用して、指導員と一緒に軽い筋ト

レ、ウォーキング、ストレッチをすると

いうようなプログラム。１回につき１時

間の内容になっております。 

 区内の公園広場を利用してということ

で、今現在、３４か所、２か所増えました

ので３６か所で実施している事業でござ

います。 

 昨年度、７９６回開催しまして、２万

６,５７４名の参加をいただいている事

業でございます。 

 続きまして、７ページ目の（５）「ウォ

ーキング教室」でございます。こちらに

しましても、パンフレットの５ページ目、

ウォーキング教室、１人でも気軽に参加

できる屋外の活動ということで、距離の

制限で分けている、一番長い人で１０キ

ロを超える長距離のものもありますけれ

ども。こちらも体力にあった形。初心者

向けには、フォームの指導も入るような

内容になっております。 

 こちらの詳細につきましては、資料８

ページ目になりますけれども、専門指導

員による脚力に合わせた教室ということ

で、昨年、３９回開催しまして、４９１名

の参加をいただいております。 

 続きまして、８ページ目の（６）「体力

測定会」でございます。こちらはパンフ

レットでは、３ページ目、お開きくださ

い。１番の「体力測定会」ということで、

こちら血圧、握力、また生活に関する問

診、立ち上がりの速度等の検査をする内

容でございまして、１回当たり１時間程

度かけたような測定会になっております。

こちらも昨年度、１１６回開催しまして、

４８５名のご参加をいただいているとい

う測定会になっております。 

 続きまして、８ページ目、（７）「みん

なで元気アップ教室」でございます。こ

ちら、パンフレットの９ページ目をおめ

くりください。これは、仲間づくりを目

指そうということで、全１０回の教室に

なっております。教室終了後の自主グル

ープの活動としてできるような連続の講



座になっておりまして、こちら、昨年度

５６回開催しまして、６４７名のご参加

をいただいているところでございます。

コロナ禍で、なかなか時間縮小していた

というところもありまして、昨年は１５

分開催時間を増やしまして、繰り返しメ

ニューに取り組んでいただくとか、振り

返りの時間を設けたということで、理解

度が深まったというような結果を頂いて

いるような事業でございます。 

 続きまして、資料９で９ページ目、（８）

「元気アップサポーター養成研修」でご

ざいます。こちらパンフレットの１０ペ

ージ目でございます。 

 「元気アップサポーター養成研修」と

いうことで、これはグループの立ち上げ

をするようなグループリーダーをつくる、

養成するような講座になっておりまして、

グループワーク等をしていただきながら、

グループリーダーをつくっていこうとい

うことで、全８回、ワンクールの講座で

ございます。昨年、１０回開催していま

して、９０名の参加を頂いているところ

でございます。 

 そのほか資料９ページ目の（９）「住区

センターにおける自主的な介護予防講

座」。こちらにつきましては、６３回開催

しまして、１,３６０名の参加を頂けると

いうところでございます。 

 様々なこういった教室がございますの

で、口コミ等で広げていただきたいとい

うところと、また参加が足りないところ

につきましては、引き続き多くの広報媒

体を活用しながら、より介護予防につな

がるような事業を引き続き実施していき

たいとともに、区のＡ－メール、また区

のＬＩＮＥ公式アカウントを通じた参加

の啓発を継続的にやってまいりたいと考

えているところでございます。 

 続きまして、報告案件２番「令和４年

度食べてフレイル予防事業の実施結果に

ついて」でございます。こちらにつきま

しても３月１６日の推進会議にご案内し

ました７５歳以上の後期高齢者広域連合

事業の補助事業を活用した事業になって

おります。高齢者の保健事業等介護予防

を一体的に実施しようということで、フ

レイルということで、筋力、心身の機能

などが低下した状態を防いでいこうとい

うような取組でございます。 

 こちらにつきましては、個別支援とい

うことで、ハイリスクアプローチ、フレ

イルから脱却しようという個別支援と住

区センター等の通いの場への集団支援と

いうことで、ポピュレーションアプロー

チということで、２つの視点で取り組ま

せてもらいました。 

 項番１番の「事業内容」（１）「個別支

援」につきましては、対象の方を令和３

年度後期高齢医療受診者４万１,４６０

名のうち、ＢＭＩが１８.５未満かつ６か

月に２キロから３キロの体重が変化した

うち、７５歳から７９歳の方に個別支援

を実施しました。私どもの栄養士等の訪

問、電話連絡ということでの３か月から

４か月の期間をかけた個別支援でござい

ます。こちらの個別支援の結果につきま

しては、項番２の「実施結果」の（１）の

ところでございます。この７５歳から７

９歳の方が、８２名いらっしゃいました。

こちら８２名のうち、管理栄養士による

訪問２回と電話連絡での対応、終了した

方が４１名、５０％の実施率になってお

ります。 

 イで「栄養相談未実施」ということで、

こちらの対象となりまして個別アプロー



チしたのですが、もう既に栄養相談が必

要ないという方ですとか、地域包括支援

センターが関わった方、またケアマネジ

ャーによる支援ということで、個別の栄

養相談いらないという方、３４名いまし

た。残り記載がないのですけれども、７

名の方は一度訪問したのですけれども、

２回目以降の支援はお断りするというこ

とで、結果的には４１名の方への個別支

援が終了した事業でございます。 

 項番１の（２）の「集団支援」というこ

とで、こちらは住区センターと鹿浜いき

いき館、１２会場に栄養講座の２回と参

加者への体重と筋肉量と握力の測定会を

実施した事業でございます。 

 こちらの実施結果につきましては、１

０ページ目の項番２の「実施結果」の（２）

ということで、集団支援栄養講座を２３

回実施しまして、参加者は５８２名。測

定会の参加者は３５０名。アンケート４

６８名の方からのアンケートを頂きまし

て、認知度等の理解を深めていただきま

した。資料は１１ページ目にあります。 

 これらの個別支援と集団支援から見え

てきたというところで、項番の３番ア、

イ、ウといことで掲載していますけれど

も、個別支援の終了者の方々には、それ

ぞれ家族の状況の変化ですとか、孤食、

体重減少のきっかけになりやすいという

傾向が見られたというところでございま

す。栄養士の訪問指導で食生活のチェッ

クシートですとか、また目標を書いたメ

モを渡すことによって、行動変容、生活

習慣の見直しにつながったということの

結果が得られましたので、引き続きその

ような取組、検討してまいりたいという

ところと、直接区の職員が訪問しますの

で、驚きと感謝の気持ちのところが個別

支援の結果から見えてきたところでござ

います。 

 また（２）の「集団支援」につきまして

は、栄養講座で食材の一部の缶詰め、魚

のかば焼きの缶詰めですとか、調味料、

カレーの粉末の調味料等を食教材として

お持ち帰りいただいたことで、たんぱく

質摂取の向上につながるきっかけとなっ

たということになっております。 

 こちらにつきましても、引き続き今年

度も対応していきたいというところと、

令和４年度に個別支援等に関わった方々

につきましても、情報提供書というもの

をご本人にご同意いただき、かかりつけ

医に郵送したりですとか、また引き続き

フレイル予防に関する資料等を提供して

いきたいというところでございます。 

 集団支援につきましても、新たに１２

会場を追加しまして、住区センター含め

て２４か所で測定会等をこの５月から開

始しているところでございます。 

 続きまして、報告事項３番「令和４年

度医療・介護連携研修の実施結果につい

て」ということで、資料の１２ページ目、

おめくりください。こちらにつきまして

は、医療関係機関、介護事業者等の顔の

見える関係づくりを、研修会を通じてつ

くっていこうということでございます。

参加団体、９団体、本日ご参加されてい

る会長様方の団体も含めた形での連携、

研修になっております。 

 昨年はコロナ禍ということもありまし

て、医療介護のスキルアップ研修につき

ましては、９月１４日、オンラインで開

催しまして、ワクチンのコロナウイルス

の現状ですとか、ワクチンの基礎の接し

方等を学んで、合計１６０回の視聴いた

だいたようなところでございますが、ま



た多職種連携会ということで、区内を５

つのブロックに分けて、それぞれのブロ

ックでそれぞれの団体の方々のメンバー

がお集まりになって、多職種連携を考え

てやりました。そちらにつきましては、

１３ページ目をおめくりください。昨年

の１０月から１１月にかけて、それぞれ

千住のブロック、中部ブロック、という

のは荒川から大体環七北通りまでのエリ

アの部分です。東部ブロックは綾瀬川か

ら東側のブロックです。西部ブロックは、

尾久橋通りから西側のブロックになって

おります。北部ブロックは、環七北通り

から北側のブロックですけれども。５０

名、６０名程度の参加をいただきながら、

連携研修を行っております。こちらにつ

きましても本年度も既に継続的に実施し

ておりまして、千住ブロックにつきまし

ては、５月１９日に約７０名の参加をい

ただきながら、認知症をテーマにした多

職種連携を行っております。また中部ブ

ロックにつきましても、７月１４日に震

災をテーマにということで、どんな多職

種連携をできるのかということを、私ど

もの災害対策課の職員ですとか、福祉な

どの福祉管理課、福祉事務所の職員も交

えながら、多職種連携を企画しておりま

す。 

 また、ほかの東部ブロック、西部ブロ

ックにつきましても９月をめどに多職種

連携の研修をしていきたいというところ

でございますので、また次回の推進会議

の際には、その辺の進捗をご報告できる

かなと考えているところでございます。 

 続きまして、報告事項４番、１４ペー

ジ目でございます。「令和４年度認知症

施策の実施結果について」でございます。

こちら、通年で行っている認知症施策の

部分でございます。教室の事業結果でご

ざいますけれども。認知症のご本人、ご

家族の意志を尊重し、地域で支えられる

人材の育成、また普及・啓発に重点を置

いて認知症ケアの推進事業を実施してお

ります。 

 項番２の「令和４年度実施結果」（１）

「認知症サポーター養成講座」。これ、国

で定めています認知症サポーターの養成

講座マニュアルというものがございまし

て、各２５か所の地域包括支援センター

で年３回以上ということで、義務化して

おります。 

 昨年度につきましては、１,６９９名の

受講者をいただいたようなところでござ

います。 

 １４ページ目、（２）の「物忘れ相談事

業」。こちらにつきましても２５の地域

包括支援センターで、年４回以上の実施

を求めていまして、昨年につきましては、

３４１名の相談に応じられたというよう

な内容でございます。 

 １４ページ目（３）「認知症初期集中支

援推進事業」でございます。これは、区内

に５ブロックに１名ずつ認知症の地域支

援推進員がいますけれども、そういった

推進員と連携した相談事業ということで、

３件の相談実績がありましたところでご

ざいます。 

 資料１５ページ目に移りまして、これ

は東京都で行っている事業、「認知症ア

ウトリーチ事業」というところで、支援

困難な事例につきまして、東京都が指定

しております大内病院の認知症アウトリ

ーチチームとの連携による早期診断につ

なげるような出張相談でございますけれ

ども。 

 こちらは１０６件の相談事例があった



という結果でございます。 

 続きまして、報告事項５番、資料１６

ページ目でございます。件名「令和４年

度認知症月間の取組結果について」でご

ざいます。こちら、本来であるならば、３

月の推進会議の際にご報告すべきところ

だったのですけれども。報告が漏れてい

たというところで、本日のご報告になっ

ております。 

 例年、毎年９月がアルツハイマー月間

ということで、定められております。足

立区でも９月を認知症月間ということで

取り組んでおりまして、具体的にはイト

ーヨーカドー系列の店舗、６店舗ですと

か、アリオ西新井でのミニイベント等を

開催しているところ。また、認知症に関

する薬局、介護事業者との連携。図書館

等での図書の認知症に関する図書の啓発

等を行っているところでございます。 

 昨年の９月２１日にアリオで行った実

施結果につきましては、お手元の資料の

１７ページ目と１８ページ目に少し写真

を交えた形で、パネル、ポスターの展示、

ミニイベントを行ったという結果でござ

います。リーフレットの配布枚数は、１

万９，０００枚、ミニイベント参加者は

４３９名ということで、このような取組

をさせていただきました。 

 本年も引き続き同じような形でのアリ

オ西新井、またイトーヨーカドーグルー

プ等での店舗との連携。またほかの事業

者等の連携ができるのかどうかというと

ころ、今検討しているような状況でござ

いますので、引き続き周知等はしていき

たいと考えているところでございます。 

 また、１６ページ目の「今後の方針」で

ございますけれども。４０代、５０代の

方々が身近な場所で認知症の正しい知識、

早めの備えというところで、これを知っ

ていただこうというところに、引き続き

重点をもった普及・啓発をしていきたい

というところでございます。 

 続きまして、報告案件６、１９ページ

目でございます。こちらも３月の推進会

議の際に、認知症研修事業「あたまの健

康度測定」の事業を実施しますというご

報告をしましたけれども、昨年度からの

事業になっておりまして、今年の３月に

令和４年度の対象者の集団検診を実施し

ました。３月７日と８日、シアター千住

の１１階のギャラリーにつきまして、令

和４年度に７０歳を迎えた方々に申込制

で医師会に委託して事業を実施しまして、

対象者７,１１６件の方に発送したとこ

ろ、お申込みが１５９名、当日足を運ば

れた方が１４１名の方々に、認知機能に

関する検査等、医師によります問診を実

施したところでございます。結果、認知

機能の疑いがあった方、１９名の方、い

らっしゃいました。かかりつけ医がいま

すか、という問診をしていただいて、ま

た１８名の方がかかりつけ医がいるとい

うところだったので、医療機関連絡票を

発送しました。また、今後、伴走型支援と

いうことで、足立区の東京都訪問看護ス

テーション協会足立支部のご協力を頂き

ながら、個別に支援が必要な方々につき

ましては、伴走支援のご紹介ということ

で、希望される方４名おったのですけれ

ども、２名、電話等の相談ですとか、引き

続き関わりを持ち合いながら、伴走支援

を訪問看護部会の皆様方で連携しながら、

今後も検討していきたいという内容にな

っております。 

 こちらの事業につきましては、昨年度、

集団検診の実施はしましたけれども、個



別健診ができていませんでした。今年度

の事業も併せまして、２０ページ目でご

ざいます。令和５年度の集団検診・個別

検診でございますけれども。個別検診に

つきましては、今年７０歳を迎える方も

含めまして、この５月から８月の末まで

の間、個別に健診の問診票をお送りいた

しまして、区内４８の医療機関に申し込

んでいただければ、検診ができますよと

いうご案内を既に実施しているところで

ございます。 

 また、（２）のアの集団検診。今年の７

月８日と９日に予定しています２００名

を対象とした集団検診。おかげさまで、

土曜日、日曜日とも既に定員に達してい

るような状況でございます。こうした取

組、引き続きまして医師会の皆様方と連

携しながら、どういった形でやれば効率

的な検診ができるのかというところを検

討していきたいと思っております。 

 また、伴走支援等も含めまして、地域

包括支援センターの認知症支援員ですと

か、地域包括支援センターを知らないと

いう方々がまだ大勢いらっしゃいますの

で、まずは困ったときには地域包括支援

センターに相談していただくという啓発

を引き続きとってまいりたいという状況

でございます。 

 続きまして、報告案件７番でございま

す。２１ページ目、「地域包括支援システ

ムの本稼働の開始について」という項目

でございます。こちら、区と区内２５か

所の地域包括支援センターを専用回線で

結ぶ体制がようやく整いました。ちょう

ど先月、５月１１日に本格稼働をしたと

ころでございます。２５か所の地域包括

支援センターと私ども地域包括ケア推進

課、高齢福祉課、介護保険課、絆づくり担

当課に端末でネットワークで結ばれてい

るような環境になっておりまして、業務

の効率化を考えているところでございま

す。 

 主な機能の（６）、専用ソフトによる統

計分析ということで、３年に一度、介護

予防チェックリストを送っている方々の

統計等を把握しながら、どんなことがで

きれば、介護予防もできるのかという分

析をしていきたいというところでござい

ますので、引き続きそのような検討状況

につきましては、推進会議等でご報告を

していきたいと考えているところでござ

います。 

 地域包括支援センターの職員、約２４

０名いるのですけれども、２４０名職員

１人１人にノート型パソコンを配って、

ネットワークを結んで相談記録等を共有

できるような仕組みになっているところ

でございます。 

 導入効果、今までＵＳＢメモリとか紙

での情報のやり取りをしていたのですけ

れども、システム等で見える化しながら、

での効果等、またログインする際にも静

脈認証等をしながら、適正な個人情報の

管理にも引き続き取り組んでまいりたい

というところでございます。 

 報告案件、最後になります。８番でご

ざいます。２２ページ目でございます。

高齢福祉課の事業でございますが、「エ

ンディングノート（自分ノート）の作成

について」というところでございます。

こちらのコンセプトにつきましては、ご

自身の意思が尊重されることを意思決定

の周知表明手段として、様々な福祉サー

ビスの提供の際に、ご活用できるツール

としていきたいというところと、ご本人

が書くことで、家族とのコミュニケーシ



ョンとのきっかけにしていただきたいと

いうところでございます。 

 ５,０００部、区民事務所、地域包括支

援センター等で配布しましたけれども、

追加でこの８月にさらに５,０００部配

布するような内容になっております。 

 今までのエンディングノートと違いま

して、ご自身のために書いてもらう。ま

た意思決定の支援のツール。やりたいこ

と、これからの夢を書いてもらうような

内容になっておりまして、本日、委員の

皆様方にもお配りした内容になっており

ます。非常に好評になっております。 

 長くなりましたけれども、報告案件、

以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○酒井会長 瀬崎課長が一気に報告事項

を８件やっていただいたのですけれども、

こちら何度止めようかと思いました。 

 それでは、今の報告事項について、皆

様のご意見を伺いたいのですが、いっぱ

いありますので、報告事項○○と言って

いただいて、お話ししていただければと

思うのですが。それではお願いしたいと

思います。 

○小島委員 足立区高齢者福祉施設連絡

協議会の小島です。よろしくお願いいた

します。報告１の案件で、足立区の介護

予防の事業、非常に豊富で、本気で介護

予防に取り組んでいるなということが非

常によく分かる感じで、この６５歳から

始めようという冊子も１７の事業をカテ

ゴリー別に色別で分けたり、３つの要素

をマークで示したりというようなところ

で、分かりやすいようによく工夫されて

いるなと、よくできたツールだなと思い

つつも、逆に事業が多すぎて、例えば３

つの要素もかぶっているものが多くて、

ユーザーからすればどれを選択していい

のかよく分からないのではないかなとい

う。欲を言った要求になるのですが、こ

の冊子、恐らく必要な情報は最低限書い

ていると思って、よく読めば分かると思

いつつも、結構文字が多すぎて、逆に必

要な情報、得られるのかなという感じが、

個人的な感想を持ちました。欲を言った

要求になります。 

 あと、４つのカテゴリーに分かれてい

ますが、この６５歳を対象として、６５

歳以上の方でまだまだ働ける方が非常に

多いと感じている状況が実際の現状であ

りますし、我々のような介護施設で人材

不足を解消するために、現役高齢者の活

用ということが、大きな課題になってお

りますので、このカテゴリーの中に、働

くというようなものがあってもいいので

はないかなと思いました。 

 以上です。 

○酒井会長 ありがとうございます。担

当のほうから。 

○河内介護予防生活支援担当係長 あり

がとうございます。介護予防生活支援担

当係、河内がお答えいたします。 

 １７の活動ということで、確かに事業

が多いということで、逆に分かりにくい

というのは、ご意見として参考とさせて

いただきたいと思います。 

 カテゴリー分けさせていただいている

のが、１つ地域包括ケア推進課で進める

介護予防事業なのですけれども、介護予

防チェックリストという、区内の高齢者

の６５歳以上で、介護予防認定を受けて

いない方向けに、３年に一度、届く健康

アンケート調査というものを行っており

ます。 

 その中で旧二次予防事業対象といった



何らかの生活支援が必要な方と、そちら

が必要がなく、まだ今、元気でいらっし

ゃる方向けにこちらの事業を分けて考え

させていただいているところではありま

す。色分けしているところで、まず最初

のページにあります「はじめてのフレイ

ル予防教室」というのは、比較的何らか

の生活支援が必要な方向けに地域包括支

援センターの皆様にご協力いただいて、

対象者の方々を参加勧誘していただいて

いるところございます。それ以外に「み

んなで元気アップ教室」ですとか、そう

いったところで、先ほど申し上げました

地域の自主グループをつくって、地域で

活動していただくような方々をつくって

いく目標の事業もやっておりまして、そ

ういった意味でカテゴリーを分けている

ところではあるのですが。文字が多すぎ

るというところは、今後は改善していけ

ればと。見る方向けに分かりやすい資料

として、つくっていければと思っており

ます。 

 また、働ける人をもっと増やしていく

ということで、このパンフレットの中に

もあるのですけれども。少しページ進ん

でいただいて、緑色のページになりまし

て、１２番です。生活支援サポーター養

成研修、ページ番号でいうと１３ページ

になりまして。事業の番号でいうと、緑

色の１２番「生活支援サポーター養成研

修」ということで、介護人材の育成の事

業も同じくパンフレットでご案内させて

いただいております。 

 いろいろこういった事業を一体的に皆

様に教えていただくことで、ご自身の健

康をつくりながら、または活躍の場もこ

ういったところで、共有できればと考え

ております。 

 以上とさせていただきます。 

○酒井会長 よろしいですね。他いかが

でしょうか。お願いします。 

○中村委員 認知症となると高齢者が該

当だから、友愛クラブの中村です。認知

症が「何かあのおばちゃんおかしいよ」

とかというのは、近所の人が一番よく分

かるの。常に付き合っているから。この

人たちの声を吸い上げるような何か方策

を考えたほうがいいと思うのです。 

 友愛クラブでもいい、民生委員でもい

い、自治会でもいい、常に接している人

たちが、よく言うのです。「あのおばちゃ

ん、最近おかしいよ」なんて。そうすると

やっぱりおかしくなっている。だから、

そういう情報は、常に一緒に生活してい

る身近な人たちが持っているから、この

辺をどう吸い上げるかを考えていただき

たいです。 

 それに、私、時々よく言うのだけれど

も。仲間の年寄りに怒られるのだけれど

も、私も２０００年に介護保険が導入さ

れてから、２３年間、払い続けて使って

いないです。そういう人、結構いるので

す。その人たちに対する、何かあっても

いいのではないかな。これは無理かな、

というような考えも持っています。 

 それと、なかなか認知症だなんて、家

族がおかしいなと思っても、どうしても

隠してしまう傾向にあるのです。「おか

しいから、病院へ行きましょう」なんて

言ったら、おばあちゃん絶対行かないで

すよね。その辺のところも考えないとい

けないのではないかなと私は思っていま

す。 

 私は、もう今年の１２月で米寿だから。

でも、こういうふうに元気に発言もでき

るし、こういうところに参加しているの



は、友愛クラブであちこち飛び歩いてい

る。むしろ空いている日のほうが少ない

というようなことで、社会参加が第一じ

ゃないかなと勝手に思っています。 

 どうも失礼いたしました。 

〇酒井会長 ありがとうございます。そ

の他いかがでしょうか。お願いします。 

〇結城委員 社会福祉協議会の結城と申

します。今、中村委員からありました認

知症の早期発見というところなのですけ

れども。社会福祉協議会や地域支援セン

ターの中のサロンとか、集まりの場にも、

認知症サポーター講座のようなものをや

っております。参加者が少し変わってき

たなとかおかしくなってきたというとこ

ろは、早期発見できるような、皆さんで

理解をいただけるような活動も始めてい

ます。今後そういったものもさらに発展

できればと思っております。 

 以上です。ありがとうございました。 

○酒井会長 はい。 

○中村委員 もうちょっとだけ。サロン

とかなんかへ出てきてくれる人はいいの。

出てこない人をどう引っ張りだすか。こ

れが課題で、いつも頭、悩ましているの

です。出てくる人はいいのです。ちゃん

と出てきて、またあちこち行っているか

ら。高齢の団体から、私が言ってはおか

しいのだけれども。年寄りに今さら認知

症が云々何て言ったって遅いのです。そ

れよりは、ここにも出ていますが、若い

人たちに、必ず年取るのだから。若返る

人、いないのだから。そういう点で、もっ

と若い人たちをいかに知識を深めるかと

いうことを、やったほうがいいですよ。 

 何年か前に、西新井でやったとき、結

城さんもいたかな。タカサキ課長が課長

のときね。若い人に小学校の高学年か、

中学生もしくは高校生にやれと言ったら、

梅田でやりましたよね、モデルで。あの

ときやってくれたので「ああ、これは言

ったかいがあったな」と思っているので

す。だから、仲間に怒られるけれども。年

寄りよりは、もっと若い人をどんどん啓

発するようなことを考えたほうがいいで

す。知識を深めてもらわないと、安心し

てぼけられない。 

 ということでございます。以上です。 

○酒井会長 ありがとうございます。ほ

かいかがでしょう。もう少し時間ありま

す。 

○大口委員 大口です。今の認知症の話

にも関連して。報告４なのですけれども、

もの忘れ相談がまた増えてきて、認知症

サポーターもコロナ禍において、すごく

受講者数が多くてというところ。先ほど

の介護予防の体操教室などの実績とかも、

コロナの前に比べて増えてきている状況

になんだか、あれです。裏面のですね、ア

ウトリーチ事業を、今の認知症の話の中

でも、特に困難な事例とかをつないでい

くというすごく大事な事業は、これが令

和２年度、３年度には２倍近く、すばら

しく届いたというところがあって、ここ

ら辺については，うまくつながったとか

そういった実際の感触ってどうなのかな

ってお伺いしたいのですけれども。いか

がでしょうか。 

○佃認知症施策担当係長 認知症施策担

当係長の佃でございます。私からお答え

いたします。 

 確かに、今、おっしゃっていただいた

とおり、コロナで令和２年、３年はかな

り相談するということも控えた方が多か

ったと思うのですけれども、昨年からは、

そうは言っても、困っているのだよとい



う状況があったようでございます。 

 細かい事例については、準備がないの

ですけれども。実は、今年のゴールデン

ウィーク明けに大内病院東京都認知症疾

患医療センターの看護師さんや相談員さ

んに状況を伺ったところ、電話が鳴りや

まないぐらい相談が入ったと聞いており

ます。ちょうど５類になった時点なので、

皆さん、困っていらっしゃる方が、相談

するというところが増えてきたのだなと

思いますので。その状況も踏まえて、こ

ちらのスタッフ担当としても、個別ケー

スがきちんとつながるような仕組みや体

制を考えていきたいと感じております。 

○大口委員 ありがとうございます。先

ほど、手前のところの防止というところ

もあります。困ったときにちゃんとつな

がることも大事かと思いました。その状

況を見て、つなげていただければと。あ

りがとうございます。 

○酒井会長 ほか、いかがでしょうか。

お願いします。 

○鵜沢委員 介護サービス事業者連絡協

議会の鵜沢です。 

 先ほど小島委員からもありましたけれ

ども、この冊子の中身は、改めてこれだ

けの予防の施策をやっているのだなとい

うことで、大変心強くというか頼もしい

なと思うところです。 

 今回の報告内容なのですが、難しいの

でしょうけれども、この介護予防総体と

しての効果の評価というか。例えば、短

期間でできるものはないかもしれません

けれども、こういった活動を長期にやっ

たことによって、効果がどのようなこと

で出るのかなというところ。例えば、健

康寿命の延伸であるとか、医療費の削減

だとか、そういったところの長期的な全

体的な評価みたいなものが、どんなふう

に捉えていらっしゃるかなと思っての質

問です。 

○瀬崎地域包括ケア推進課長 事務局の

瀬崎でございますが、貴重なご意見あり

がとうございます。この介護予防事業、

区の事業の中でも重点プロジェクト事業

に位置づけられていまして、各活動指標、

成果指標があるのですけれども。こちら

の事業の最終的な成果指標は、新たに要

介護認定になった区民の割合を減らして

いこうという、目標を持っています。こ

ういう教室をまずは開催すること、参加

すること、また体力測定会で下半身の測

定に参加することによって、筋力維持に

つながったというところで、最終成果目

標は要介護認定の新規の方の割合を減ら

していこうというところをもってやって

いるところでございます。 

 次回、もしそういったことで、ご報告

機会があれば、推進会議の中でご報告し

ていきたいと思います。 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

○鵜沢委員 ありがとうございました。 

○馬場衛生部長 衛生部の馬場でござい

ます。 

 健康寿命の話も今出ておりましたけれ

ども、令和２年の健康寿命をやっと東京

都や国から情報が参りまして、区でも算

出することができました。今度、また６

月の厚生委員会でも報告はしていきます

が延びています。ただ、国や東京都とは

少し差はあるのですけれども、延びてお

りますので、そういったところで最終的

には成果は出ていると感じております。 

 また、次回、地域の健診推進協議会な

どでも報告してまいりますので、ご確認

ください。 



○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○酒井会長 大分意見は出尽くしたよう

です。最後に私からよろしいでしょうか。 

 報告８なのですけれども。エンディン

グノート（じぶんノート）というものが

ありまして、各皆さん書かれていて充実

しています。これまでエンディングノー

トあるよと人に勧めるのは、しようとす

るのですけれども、なかなか勧めにくか

ったです。エンディングは、それこそこ

のエンディングノートの２６ページから

あとがエンディングで、葬儀、お墓のこ

ととかになっています。それを書きなさ

いとなかなか言えないし、喜んで書く人

はいないのです。その中で、メインを前

半部分の自分の生き方とか、自分の情報

整理というものに当てているじぶんノー

トというのは非常に扱いやすいし、勧め

やすいと思うところで、これは非常によ

い試みだなと思いました。 

 強いて言えば、表紙に足立区のエンデ

ィングノートと書いてあるのですけれど

も。もうエンディングはとってしまって

いいのではないかなと思ったぐらい、足

立区のじぶんノートでもいいのかなと思

いました。 

 それから、先ほど中村委員が積極的に

ご意見を頂いているのですけれども。年

とったら、必ず認知症になってしまうと

いうお話が出ていまして、若返ることは

ないですね。そのあたり、このじぶんノ

ートの中にも、物忘れというものも出て

いるのですけれども。認知というものに

ついての、若いときからどういうふうに

対応すれば、認知というものにならない

のかということも、このノートの中に触

れてもいいのかなと。非常によいノート

かなと思いました。 

 それでは、今日はＷｅｂで足立区薬剤

師会の鈴木委員に参加していただいてい

て、今日ずっと聞いていて、多分いつ話

そう、いつ話そうと思っていただいたと

思いますので、鈴木委員に一言、議題で

もあるいは報告事項についてでもご意見

等ありましたら、一言お願いしたいと思

います。 

○鈴木委員 途中に、Ｚｏｏｍを使った

体操のところで思ったのですけれども。

確かに、Ｚｏｏｍ、扱いづらい方々もい

らっしゃるのはとてもよく分かるのです

が、ああいうのに触れること自体も、高

齢の方々の刺激になっていいのではない

かなと思いまして。なかなか完璧に使え

るようになるのは難しいかもしれないの

ですけれども。昨今のいろいろなコンピ

ューター化している流れがありますから、

そういう広い目で見たら、結構難しいけ

れども、有意義なのではないかなと個人

的にはちょっと思いました。 

○酒井会長 ありがとうございます。 

 それでは、報告事項全般について、皆

さんのご意見うかがったということで、

本日は議題また報告について、審議は終

了させていただきたいと思います。 

 それでは、事務局にお戻ししたいと思

います。 

○神家満計画推進担当係長 酒井会長、

ありがとうございました。委員の皆様に

おかれましても、様々なご意見、ご質問

を頂きましてありがとうございます。 

 以上で、本日の会議は終了となります

が、ここで委員の皆様に事務連絡がござ

います。次回の地域包括ケアシステム推

進会議でございますが、本日、各部会に

て付議いただきました案件の議論を踏ま

えまして、令和６年３月１５日の開催を



予定しております。後日、改めて日程の

ご案内をさせていただきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 また委員の皆様で本日お車でおいでの

方がいらっしゃいましたら、お帰りの際

に受付にお申し出ください。駐車券をお

渡しさせていただきます。 

 それでは、これにて令和５年度第１回

足立区地域包括ケアシステム推進会議を

終了とさせていただきます。 

 本日はありがとうございました。 


